
社会科  学習指導案 

             

                                  

１ 対象 第３学年４組 ３４名 

２ 日時 平成 27年６月○日（○） 第５校時目（ 13：40～14：30 ） 

３ 場所 Ｃ棟３階・第２音楽室 

４ 単元名 「世界恐慌と日中戦争」 

５ 単元目標  

 太平洋戦争が発生したきっかけを経済の社会的混乱である「世界恐慌」、「昭和初期の我が国

の世界恐慌に対する政治」、「日中侵略と戦時体制」の３つの視点から、軍部の台頭、戦争まで

の経過を理解する。 

６ 教材観 

本単元は、「二度の世界大戦と日本」の中の小単元「世界恐慌と日本」にあたる。世界恐慌を

きっかけに日本が中国侵略を開始し、それが太平洋戦争に発展することになったことを学習さ

せたい。 

「二度の世界大戦と日本」では、最終的に世界大戦を繰り返さないために必要な「国際協調」

「国際平和」の意識・態度を育成することを目標としている。そのためにここでは第二次世界

大戦が起きた原因を理解させる必要がある。 

７ 生徒観 

 略 

８ 指導観 

 この単元の指導にあたっては、「世界恐慌」、「昭和初期の我が国の世界恐慌に対する政治」、

「日中侵略と戦時体制」といった３つの視点から太平洋戦争がなぜ起きたのかを推測できるよ

うな構成にしている。 

 その中で本時は、単元のはじめとして、世界恐慌により、世界的な不安が広がっていたこと

をイメージさせ、当時の社会の様子を知る上で重要な時間になっている。この大きな社会問題

への各国の対策の違いが第二次世界大戦の引き金になる。 

 そのため各国がどのような対策をしたのかをただキーワードで覚えるのではなく、植民地を

持つ国と持たざる国で対策が違うことを理解させ、それが第一次世界大戦の敗戦国であること

にも気づかせる。このように歴史の結びつきを確認させると共に、日本が、どのような対策を

するのかにもつなげる時間にしたい。 

 



９ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

第一次世界大戦後の好景気の流れを踏まえて、世界恐慌に各国がどのよ

うな対応をしたのかに関心を持ち、日本が太平洋戦争を行った原因を振

り返り、本時の内容以外を意識しながら追求しようとしている。 

社会的な 

思考・判断・表現 

日本が太平洋戦争を行った原因を「世界恐慌」、「昭和初期の我が国の世

界恐慌に対する政治」、「日中侵略と戦時体制」といった３つの視点を基

に色々な視点で考え、その結果や過程を表現している。 

資料活用の技能 
世界恐慌や満州事変、日中戦争時の国民生活の様子などをグラフや地

図、写真から読み取ることができる。 

社会的事象について

の知識・理解 

世界恐慌時に日本が行った対策により、日本国内で軍部が台頭すること

となり、満州事変を引き起し、日中戦争へとつながることを理解する。

またドイツのファシズムにより第二次世界大戦がはじまったことを理

解し、二度の世界大戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解する。 

１０ 指導と評価の計画（全４時間） 

小単元 時 主な内容 
評価 

関 思 技 知 評価規準 

世界恐慌 １ 

○各国の世界恐慌に対

する政策を理解し、国

の背景と結びつける。 

【本時】 

○ ◎  ○ 

①ニューディール政策、

ブロック経済、ファシズ

ムを理解する。【知】 

②ドイツがブロック経済

やニューディール政策を

行えなかった理由を考え

ている。【思】 

③世界恐慌や各国の対策

についてどのように対策

したかを関心を持ち追求

しようとしている。【関】 

世界恐慌と日本 ２ 

○日本の行動やドイツ

の行動が戦後の国際協

調体制を崩壊させたこ

とを理解している。 

   ◎ 

国際連盟の脱退と再軍備

化が世界平和とは逆の方

向に向かっていることを

理解する。 



満州事変と軍部の

台頭 
３ 

○資料や写真から日本

人の海外に対する考え

方を推測する。 
  ◎  

新聞資料から台湾の人々

に対する考え方や中国に

対する行いを読み取って

いる。 

日中戦争と戦時下

の国民生活 
４ 

○日中戦争時の国民の

様子を理解し、今まで

の学習が太平洋戦争の

引き金になったことを

説明する。 

 ◎   

「世界恐慌」、「昭和初期

の我が国の世界恐慌に対

する政治」、「日中侵略と

戦時体制」が太平洋戦争

の引き金になったこと

を、３つを関連させて表

現できる。 

 

１１ 本時の目標 

○世界恐慌に対するアメリカの「ニューディール政策」、イギリス、フランスの

「ブロック経済」、ドイツ、イタリアが新たに植民地を増やす必要があったこ

との３つを理解する。 

○ドイツがブロック経済を行えなかったのは植民地がなかったこと、ニューディ

ール政策を行えなかったのは借金を背負っていたことであることを理解し、そ

れが第一次世界大戦の結果に関係していることに気づく。 

  



１２ 本時の展開 

時間 生徒が学習する内容 予想される児童(生徒)

の反応や活動 

指導上の留意点（○）、

支援の必要な生徒への

手だて（☆） 

評価の基準 

導入 

10分 

 

・１枚の写真から世界

恐慌をイメージす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界恐慌とは何かを

知る。 

・いつ、どこで、何を

しているのかを考え

させる。 

形態＝ペアワーク 

 多くの人が失業した

ことに気づく。 

 

 

 

 

 

世界恐慌＝世界の大不

況というイメージを持

つ。 

 

 

☆前の提示だけでなく

教科書 p.220 を確認

させる。 

○単語に分けて解説を

する。 

 ＵＮＥＭＰＬＯＹＥＤ 

 ＝失業者 

 

 

 

 

○前時の大戦景気につ

いて触れながら説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

1 

20分 

 

 

 

・不況とは何かを知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・不況への対策にどの

ようなものがある

 

 

 

・不況の仕組みについ

て流れを考える。 

形態＝ペアワーク 

 

 

 

 

 

 

・物が売れない、反対

の状況を書いた後、

 

 

 

○大まかな不況の流れ

をつかませるためゲ

ーム感覚で飽きさせ

ないように工夫。 

☆ペアで一つの答えを

導く。状況によりペ

ア以外との相談も促

す。 

 

○グループになったと

きにさらに良い答え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のねらいを確認 

ねらい「世界不況になって各国がどのような対策をとったのだろう」 

発問 不況とは何か？ 



か考える。 

 

 

 

 

・各国の政策を知る。 

 

何をすればそうなる

かを考えさせる。 

形態＝個別→ペアで共

有 

 

・①アメリカのニュー

ディール政策。 

②イギリス・フラン

スのブロック経

済。③ドイツのフ

ァシズム. 

 

が浮かべば書かせ

る。 

☆個別に机間指導。 

 

 

○あえて国を最初に書

かずに考えさせなが

ら板書させる。 

 ソ連は次時で扱う。 

 

 

 

 

 

 

展開

2 

15分 

 

 

 

  

・ドイツの政策を考え

る。 

 

 

 

 

 

・ドイツがブロック経

済をしなかった理由

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・①、②を行えなかっ

た理由を予想させる。 

 

 

 

 

 

・ドイツがブロック経

済をしなかった理由

を考える。 

形態＝個別→グルー

プ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ドイツがどのような

国であるかを思い出さ

せる。 

 

 

 

 

☆個別に机間指導す

る。 

【第一ヒント】 

イギリスに十分あって

ドイツに不十分なもの 

【第二ヒント】 

この時代のドイツの状

況 

【第三ヒント】 

教科書Ｐ２２１の資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック経

済の背景に

植民地の多

さがあった

こと、財力

に余裕がな

かったこと

から考察し

ている。

（Ｂ） 

ブロック経

済の背景に

植民地の多

さがあった

こと、財力

に余裕がな

かったこと

やってみよう ドイツがニューディール政策、ブロック経済を実施

できない（しない）理由は？ 



 

定期テスト出題問題(予定) 

【１】次の各資料を見て、あとの問いに答えなさい。 

 

１.右の図からわかるように、多くの国で１９２９年以

降に工業生産指数が低下している。 

このように世界でアメリカの不況がきっかけで世界

に不況が広がった出来事を何といいますか。（知） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒が答えた言葉を

使ってまとめる。 

を、既習事

項を踏まえ

て考察して

いる。（Ａ） 

ドイツがブ

ロック経済

をしなかっ

た理由を考

察できな

い。(Ｃ) 

まと

め 

５分 

・本時を振り返る 振り返りシートに今日

分かったこと、疑問

点を書く. 

 

 学んだ内容

をまとめて

書 い て い

る。（Ｂ） 

内容を踏ま

え，疑問に

思ったこと

を書いてい

る(Ａ) 

振り返りに

何も書いて

い な い 。

(Ｃ) 

ポイント ドイツ(イタリア)には植民地が少なく、財力にも  

     余裕がない＝持たざる国。 

日本 

グラフ１ 

Ｙ 

 Ｚ 

Ｘ 



Ｘ国 

ブロック経

済を行う。 

Ｙ国 

公共事業を

増やすこと

により、雇用

を増やす。 

Ｚ国 

（  a ）、

（ b  ）の

不足のためＸ

国やＹ国のよ

うな対策はで

きず、物を売

る場所を侵略

により、増や

す。 

２.資料１は１の出来事へのアメリカ、イギ

リス、ドイツのいずれかの対策を示していま

す。 

（１）Ｘ国のブロック経済とはどのような経

済ですか、［植民地］という言葉を使い述べ

なさい。（知）  

（２）Ｙ国のような対策が行える理由をその

国の背景と関連させて、説明しなさい。（思） 

（３）Ｙ国の政策を何といいますか。（知） 

（４）Ｚ国の空欄（a）（b）に入る言葉を書きなさい。（知） 

   またそれが不足している理由を説明しなさい。（思） 

（５）Ｘ～Ｚの中からイギリスに当てはまるものを選びなさい。（知） 

（６）Ｚ国では侵略のために民主主義を否定し、独裁政治を行いました。このような動きを何 

といいますか。（知） 

３.グラフ１について 

（１）Ａに入る国名を書きなさい。（知） 

（２）（１）と判断した理由をグラフを根拠に説明しなさい。（思） 

 

４.次のグラフ２は日本の貿易量の変

化を表している。 

  これを参考にし、日本にも不況が広 

がったと考えられる理由をグラフ 

を根拠に説明しなさい。 

 

グラフ２ 

日本の貿易量の変化 

資料１ 


